
我が国では 2000(平成 12)年 1月 にエキシマレー

ザー屈折矯正手術レーシックが厚生労働省から認可

されましたが, 東北地方においては翌 2001(平成

13)年 からレーシックが複数の施設にて開始されま

した。当時, エキシマレーザー手術装置が導入され

た眼科施設は岩手医科大学附属病院,小笠原眼科ク
リニック(盛岡市),古川中央眼科 (現大崎市),佐藤

裕也眼科医院 (イ山台市), よねざわ眼科 (米沢市),今

泉眼科病院 (郡山市)の 6か所でした.

当会の発足については,仙台市の佐藤裕也先生が
発起人となり, 東北地方における屈折矯正医療に関

する研究を進め,学問の発展,向上を図るとともに,

会員相互の連携と親睦を深めることを目的として,

平成 14年 1月 5日付で会則が決定され,代表世話人
今泉信一郎,世話人 Jヽ笠原孝祐,木村桂,工藤仁 ,
平田勲,監事 佐藤裕也,顧問 岩手医科大学眼科教
授 田澤豊の先生方を役員とし発会致しました.ま
た, 田澤豊先生のご尽力にて日本眼科学会定期開催

専門医認定事業として承認を受けております.

第 1回の当会研究会は2002(平成 14)年 3月 10日

仙台市において佐藤裕也眼科医院の主管にて東北地

方におけるレーシックの現況について前述した 6か

所の施設の代表者が発表を行い, また,特別講演と
して経験豊かな専門の先生方からの情報提供をいた

だきました

その後は世話人が力贋番制にて主管を務める形で年

に 1回研究会を開催しております。 当初はレーシッ

クについての発表が主で, 各施設間における情報交

換とスタッフのスキルアップならびに親睦が主体で

したが, 次第に発表の範囲が発展的に拡大し, ラ
セック, オルソケラトロジー等が加わりました。ま

た, 最近ではフェイキック IOL(前房型および
ICL), トーリック眼内レンズ,多焦点眼内レンズ,
円錐角膜, 角膜拡張症への角膜クロスリンキング等

の話題も盛り込まれるようになってきており, 屈折

矯正医療の多彩なツールが取り上げられ, 屈折矯正

医療の最新の進歩が東北地方でもディスカッション

できる会に発展しつつあります。ちなみに,2006(平

成 18)年からは岩手医科大学ならびに東北大学の新

教授に就任された黒坂大次郎先生ならびに西田幸二

先生にも顧間に加わっていただいております.ま た,

西田幸二教授が大阪大学に転任した後は, 中澤徹

現東北大学教授にも顧間を担っていただいておりま

す 世話人について付記しますと,2009(平成 21)
年から北秋田市の小林真先生, また,2011(平 成
23)年から仙台市の高橋甚吉先生, その翌年から仙

台市の岡部仁先生にも加わっていただきました こ
れまでの当会のあゆみ (表 1)な らびに現役員 (表 2)

表 1 東北屈折矯正研究会のあゆみ
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回 日 時 場  所 主  管
第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

第 7回

第 8回

第 9回

第 10回

第 11回

第 12回

第 13回

第 14回

平成 14年 3月 10日

平成 14年 10月 6日
｀
「 成 15年 10月 5日

平成 16年 10H17日
平成 17年 10日 30日

平成 18年 10月 15日

平成 19年 10月 28日

平成 20年 11月 23日

平成 21年 9月 6日

平成 22年 9月 12日

平成 23年 9月 11日

平成 24年 9月 2日

平成 25年 9月 8目

平成 26年 9月 7日

宮城県仙台市

福島県樹
`山

市

岩手県麻岡市

宮城県仙台市

福島県郡山市

宮城県ill台市

岩手県盛岡市

福島県郡山市

岩手県盛岡市

f火 ¬県秋田市

岩手県盛岡市

宮城県仙台市

山形県山形市

秋田県秋田市

佐藤裕也眼科医院

今泉眼科病院

小笠原眼科クリニ

佐藤裕也眼科医院

今泉眼科病院

古川中央眼朴|

小笠原眼科クリニ

今泉眼科病院

岩手医大限科

小林眼科医院

小笠原眼TNlク リニ

タカジン眼科

よねぎわ眼科

小林眼科医院
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